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令和４年第７回取手市教育委員会定例会議事録（公開用）

１．招集年月日 令和４年７月２６日（火曜日）午前９時３０分

２．招集場所 藤代庁舎 ３０１会議室

３．出席委員 教育長 伊藤 哲

教育委員（教育長職務代理者） 小谷野守男

教育委員 櫻井 由子

教育委員 猪瀬 哲哉

教育委員 石隈 利紀

４．欠席委員 なし

５．委員以外の出席者

教育部長 田中 英樹

教育参事 伊藤 誠

教育次長兼教育総務課長 森川 和典

学務課長 直井 徹

保健給食課長 大野 篤彦

指導課長 大越 茂

指導課長（教育総合支援センター担当） 松戸 孝泰

子ども青少年課長 香取 美弥

生涯学習課長 塚本 豐康

スポーツ振興課長 豊島 寿

ふじしろ図書館副参事 蛯原 雅己

６．書 記

教育総務課 課長補佐 蛯原 康友

教育総務課 総務法規係 主幹 中村 翔

７．議 題

報告第２２号 取手市教育委員会職員の処分について（非公開）

議案第４１号 令和５年度使用教科用図書（小学校，中学校ならびに小中学校

特別支援学級用）採択について（非公開）

議案第４２号 取手市立体育施設の設置及び管理に関する条例施行規則の一部

を改正する規則について

議案第４３号 取手市教育委員会事務点検評価委員の委嘱について

議案第４４号 取手市教育支援委員会委員の委嘱について

報告１４ 令和４年度取手市奨学生の決定について

報告１５ いじめ防止策の取組状況に関する報告について



- 2 -

８．そ の 他

（１）令和４年第２回取手市議会定例会の一般質問について

（２）８月の行事予定及び教育委員会定例会の日程について

９．発言の記録

午前９時 30 分開会

○教育長（伊藤 哲）

ただいまの出席者は５名で定足数に達しております。令和４年第７回取手市教育

委員会定例会は、成立いたしました。

これより開会し、直ちに本日の会議を開きます。

本定例会の議事録について、確認のため申し上げます。議事録は、会議における

発言者の氏名と発言全部を記載する全文筆記による作成といたします。なお、教育

長のほか会議に出席した委員全員の署名により、議事録を確定させることとしま

す。また、会議の録音データについては、議事録作成の補助手段の扱いとし、議事

録が確定した後に消去いたします。

それでは、教育長報告をさせていただきます。５点ほどになります。

まず１点目です。山王小学校のオープンキャンパスの実施状況ということで、７

月 19 日（火曜日）にオープンキャンパスを実施いたしました。当日は 56 名の保護

者並びに御家族と、11 人の幼児、４人の児童、そのほか 33 名の方ということで、合

計 104 人の方が来校していただきました。午前・午後の２部構成ということで授業

公開をいたしましたが、例えば６年生の国語の授業では「インターネットの議論を

考えよう」をテーマとしまして、インターネットの投稿に模擬参加をするという形

をとりました。また、山王小学校の特色の１つである英語の取組の１つとして、ス

ペシャリスト教員による英語の授業を２年生と５年生で公開したところでございま

す。参加された保護者の中には、オールイングリッシュの授業に興味を持たれて来

校された方もいらっしゃいました。

２点目です。山王小学校学校運営協議会ということで、先ほどお話ししましたオ

ープンキャンパスの日にあわせて、学校運営協議会を実施したところでございま

す。第２回目の運営協議会ということで、文部科学省のコミュニティ・スクールマ

イスターの派遣事業を活用しまして、当日は安斎宏之先生にお越しをいただきまし

た。実際、オープンキャンパスを見学していただいた後に、運営協議会に参加して

いただきました。当日は、項目としては３点について意見交換がなされました。小

規模特認校としての事業のあり方、取手アートプロジェクトとの交流事業「大地か

らはじまること」への地域住民の協力について、その他の進捗状況ということで意

見交換が行われたところでございます。その中身としましては、取手アートプロジ

ェクトとの交流事業の中で、地元の粘土質の土を使うものですから、その土のこと

とか、素焼きを行いますので薪について意見交換がなされたところです。あと、近

隣の山王公民館との交流事業があるんですが、５・６年生の読み聞かせや１・２年

生の紙飛行機づくり、11 月に３・４年生対象の絵手紙づくりということで連携事業

を実施するという報告がありました。安西先生からは、協議会の後で御指導という

ことで、協力的ですばらしい協議会の雰囲気とかをお感じになっていただけたとい

うことと、運営協議会の役割というものが学校と地域のコーディネーター役である

ということを改めて御助言をいただいたところでございます。次回の運営協議会に
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ついては 10 月に実施予定です。そのほか、コミュニティ・スクールマイスターによ

る研修会を都合５回程度、実施予定であるということを報告しまして、運営協議会

のほうは終了となりました。

続いて３点目です。海の安全教室を取手小学校と戸頭小学校において実施したと

ころでございます。こちらについては、茨城県海上保安部、茨城県水難共済会の協

力を得まして、水泳学習の一環として行ったものです。当日は、海上保安部職員の

指導のもとに、背浮き体験、ライフジャケット着用体験、模擬離岸流漂流離脱体験

ということ、これはかなり専門的なことで、プールに離岸流の流れみたいなものを

つくって、子どもがどういう状態になるかということを体験するものです。子ども

にとっても非常に貴重な体験になったところでございます。

４点目です。環境学習プログラムということで、戸頭小学校で実施をいたしまし

た。こちらについては、令和２年８月に市のほうで「気候非常事態宣言」を表明し

ているわけですけれども、今年度から「サステナブル学習プロジェクト」というこ

とで開催したところでございます。第１弾ということで、７月 14 日に「取手温暖化

マスタートライアル 2022」の授業が、戸頭小学校の４年生を対象に行われました。

当日の講師は、東京都市大学の杉浦正吾教授が務めまして、温暖化ということはど

ういうことかということを４年生にも分かりやすく、絵や図を用いた説明がなされ

ました。実際、この夏休みのミッションということで「身の回りの SDGs 探しに取り

組もう」ということで、自分たちが興味を持ったその 17 の目標の中から自分に合っ

た課題を選定して、夏休みに調べ学習をやって、それをグループで共有するんです

が、その後、研究を進めていって、温暖化を防ぐために自分たちができる活動を考

えて、実際に行動に移して、最終的にこの活動の成果を１月に発表するという予定

になってございます。こういった取組を中学校のほうでもやるということで、今年

度は戸頭中学校でも同様な取組を行う予定になってございます。

最後の５点目です。東京藝術大学ふれあいコンサートの開催ということで、３年

ぶりにふれあいコンサートの開催がございました。７月９日（土曜日）に、藤代公

民館の講堂で行われました。木管五重奏ということで、187 名の方にお越しいただい

て、学生からのトークも含めて交流が深められたところでございます。

私からの報告は以上でございます。

これより本日の議事に入ります。

委員の皆様にお知らせをいたします。この後議題となります報告第 22 号について

は、職員の人事に関する報告案件となります。また、議案第 41 号については、教科

用図書の選定終了まで公開しないことになってございます、茨城県第９採択地区の

教科用図書選定協議会の議事内容に触れる議案となります。よって、議事を非公開

とすること発議したいと思います。

お諮りいたします。報告第 22 号及び議案第 41 号の議事については、地方教育行

政の組織及び運営に関する法律第 14 条第７項ただし書の規定により、議事を非公開

としたいと思います。これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○教育長（伊藤 哲）

御異議ございませんので、報告第 22 号及び議案第 41 号の議事は非公開といたし

ます。

本件に係る議事は、ただいま非公開とすることが議決されました。
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〔会議室閉鎖〕

○教育長（伊藤 哲）

それでは、傍聴の方が退席されましたので引き続き会議を再開いたします。

報告第 22 号、取手市教育委員会職員の処分についてを議題といたします。

本件についての説明を田中教育部長お願いいたします。

（非公開のため説明・審議は省略）

○教育長（伊藤 哲）

御異議なしと認めます。よって、報告第 22 号は、報告のとおり承認することに決

定をいたしました。

続いて議案第 41 号、令和５年度使用教科用図書（小学校、中学校並びに小中学校

特別支援学級用）採択についてを議題といたします。

本件についての説明を大越指導課長お願いいたします。

（非公開のため説明・審議は省略）

○教育長（伊藤 哲）

御異議なしと認めます。よって、議案第 41 号は原案のとおり決定いたしました。

非公開とした件の議事が終了しましたので、議事の非公開を解除いたします。

〔会議室開鎖〕

○教育長（伊藤 哲）

それでは議事を再開いたします。

議案第 42 号、取手市立体育施設の設置及び管理に関する条例施行規則の一部を改

正する規則についてを議題といたします。

本件についての説明を豊島スポーツ振興課長お願いいたします。

○スポーツ振興課長（豊島 寿）

議案第 42 号、取手市立体育施設の設置及び管理に関する条例施行規則の一部を改

正する規則について、御説明いたします。

今回の改正につきましては、取手市立体育施設の団体利用のための予約受付に関

するものとなっております。大きくは２点ございます。参考の規則改正の要旨を御

覧いただきたいと思います。まず１点目が、予約方法について、市内団体の予約を

優先化するというもの。もう１点が、受付を現在の先着順であるものを一部抽せん

とするものでございます。

少し詳しく御説明申し上げますと、まず１点目の市内優先につきましては、これ

まで取手市内の団体も取手市外の団体も、予約方法につきましては同一条件となっ

ておりましたが、これまでにも市内の団体から市内優先を望む声が多くございまし

た。そのようなことから、他自治体の状況確認などを行いましたところ、市内を優

先するという自治体が多くございました。ほかの自治体では、受付開始時期につき

まして１か月程度の差を設けているところも多く見受けられる状況でございます

が、取手市の現状としまして、市外の団体の方も現在多く御利用いただいているこ

とから、今回の改正では段階的に差別化を図り、今後、状況を見ながら、さらなる

改正が必要かどうかを判断してまいりたいと考えております。

また、今回の改正に当たりましては、市の体育施設の管理運営について指導、助

言をいただいております取手市体育施設運営委員会において御意見をお聞きしまし

たところ、市民のための施設であることから市内優先とすることについては問題は

ないものと考えるとの御意見をいただいております。それらのことから、今回の改
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正で、市内団体と市外団体との受付の開始時間に 30 分の差を設けることといたしま

した。

次に２点目としまして、受付を一部抽せんとすることにつきましては、加熱する

順番取りを解消することを目的としております。予約をどうしてもとりたいという

理由から、早朝あるいは前日から体育館前に並ぶというようなことが、これまでに

も発生しております。特に、学校の体育館が卒業式や入学式のために利用できなく

なる３月、４月頭のこの時期については、連日のように順番待ちというものが発生

しております。冬場は非常に冷え込むことも多く、利用者の健康面や防犯面での安

全性からも、長時間並ぶことにつきましてはこれまでも問題となっておりました。

さらには、並んでいる方同士で列を離れた、離れないなどのトラブルなども見受け

られる状況でございました。それらの解決策といたしまして、各受付時刻の時点に

おきまして来館している団体は同じ時間の到着とみなし、希望が重複する場合には

抽せんを実施し、利用者を決めるという方法にしたいと考えております。

なお、本件につきましては、今後、利用者への周知を行い、本規則の施行は、順

番待ちの増える 12 月１日からとし、同日からの新しい方法での予約受付を実施した

いと考えております。

説明は以上となります。御審議賜りますようお願い申し上げます。

○教育長（伊藤 哲）

以上で本件に対する説明が終わりました。

質疑、御意見ございましたらお願いをいたします。

小谷野委員。

○教育委員（小谷野守男）

御説明ありがとうございました。私も昔、いろいろお借りしまして、ただ朝から

並ぶなんてことはなかったですけど、今そんな状況なんですね。本当に健康面から

考えると、この状況がいいとは思えないですよね。それで、ちょっとお伺いしたい

のは、この該当する外部団体というのは何団体ぐらいあるんでしょうか。それか

ら、今、心配されているその市内の関係のほうでも、全部が並ぶというわけではな

いでしょうから、その心配されているような団体というのは何団体くらい想定され

ているのか、その辺ちょっとお伺いできますか。

○教育長（伊藤 哲）

豊島課長。

○スポーツ振興課長（豊島 寿）

お答えしたいと思います。具体的なその団体の数というのは、ちょっとごめんな

さい、把握しておりませんけれども、主に野球場の利用が多いですね。市外、特に

東京都内とかからの利用者が近年増えております。そういった方が、恐らく都内と

かと比べると料金も安く、向こうに比べれば比較的とりやすいというようなこと

で、東京都内、場合によっては横浜のほうからも御利用になる団体がございます。

そういった団体については、本当にもう使いたいということで、前日から並んで場

所をとると。その結果、市内の他の野球をやりたいチームが朝行くと、もう並んで

いてとれないというようなことがございまして、今回、こういった内容を出させて

もらっています。

あと、体育館におきましても、先ほどちょっと御説明いたしました学校開放でふ

だん使っている団体の方が、特に卒業式から入学式の間というのは、学校の都合で
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使えないというような状況が１か月ぐらいございます。そこで、場所が困ったとい

うようなことで、特にバスケットですかねミニバスとか、そういった団体がどうし

ても練習場を確保したいというようなことで、やはり朝から、お母さん方が前日か

ら並ぶなんてことも中にはあったりするようで、ちょっと我々も心配をしているよ

うな状況がこれまでにもございました。そういったところになります。

○教育委員（小谷野守男）

ありがとうございました。東京、横浜と、すごいですね。やはり情報というの

は、それほど流れているんだなっていうのを改めて感じる次第なんですけど。私は

そういう意味でも、きちんとこの時間を設定して、市内優先的なものの考え方は、

ほかの外部の方々には申し訳ないけど、でも、それはやむを得ないことなのかなと

いうふうには判断いたします。よろしくお願いいたします。

○教育長（伊藤 哲）

そのほかございますか。櫻井委員。

○教育委員（櫻井由子）

御説明ありがとうございました。私も小谷野委員と同じ意見で、青少年相談員の

パトロールの際に、各小学校をずっとパトロールして回ると、いつもほとんどの小

中学校で体育館の電気がついていて、どこかのスポーツ団体が使用しているという

現状は知っておりましたので、すごく使用していただいているなというところ分か

っていたんですが、まさか順番取りのために前日から並ぶ状態にまでなっていると

は思わずに、今、小谷野委員がおっしゃったように、このような改正は必要かなと

思います。この改正は、特に冬場、学校の行事が重なって体育館が使えない状態の

ときの順番とりで並んでいる方がいらっしゃる、その方々の健康面とか防犯面とか

いろいろなことを考えてですけれど、これで大分よくなるものでしょうか。これで

よくなるかなという見込み的なものはいかがでしょう。どのようにお考えでしょう

か。

○教育長（伊藤 哲）

豊島課長。

○スポーツ振興課長（豊島 寿）

朝８時 30 分に、窓口というか体育館のほうにお越しいただいて、その段階で来て

いる方は同一ラインというようなことで、そこで抽せんを行うような形になります

ので、結局、その前日から来ていようが、１分前に来ようが、扱いは一緒になりま

すので、そういう無駄な長時間の並びというものはなくなるものと考えておりま

す。

○教育委員（櫻井由子）

ありがとうございます。あともう１点、今、御説明にあった東京都内あるいは横

浜のほうからも、使いたいのでということでお見えになるということなんですが、

市の施設はどうなのかなと思うんですが、これは施設の維持管理のほうは市の予算

が当然使われておりますし、こちらの説明にもあるように団体を構成する者のうち

半数を超える者が市民になる場合と、あと登録団体だけど取手市の人が全然入って

いない、しかも取手市とは縁もゆかりもない東京だったり横浜だったりとかから来

る団体というのは、いかがなのかなと。

ほかの市町村の様子、利用状況を資料として添付していただいていますけれど、

市外の方には予約ができないであるとか、そういう市外団体は抽せん予約もできな
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いとか、そういう自治体もありますので、余りに市外の団体からの予約状況が多く

て、それがために市民が使えないという状況になっているとしたら、そちらのほう

も検討せざるを得ないのかなと思いますが、その辺、長期的な考えでいかがでしょ

うか。

○スポーツ振興課長（豊島 寿）

現在、市内、市外、予約方法については同一なんですが、使用料金のほうが市外

団体については 1.5 倍というようなことで、例えば野球場であれば２時間御利用い

ただいて、市内のチームは 3,000 円、それが市外のチームは２時間で 4,500 円、そ

ういった形でほかの施設についても料金で差をつけている状況です。今後、全く使

えなくするかということについては、すぐにというのはちょっとできないかとは思

いますが、今後の検討課題になるのかなというふうには考えています。

○教育委員（櫻井由子）

ありがとうございました。

○教育長（伊藤 哲）

そのほかございますか。よろしいですか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○教育長（伊藤 哲）

それでは質疑、御意見なしと認めます。これにて質疑、御意見を終結いたしま

す。

これより議案第 42 号を採決いたします。

お諮りいたします。議案第 42 号は、原案のとおり決することに御異議ございませ

んか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○教育長（伊藤 哲）

御異議なしと認めます。よって、議案第 42 号は原案のとおり決定いたしました。

続いて議案第 43 号、取手市教育委員会事務点検評価委員の委嘱についてを議題と

いたします。

本件についての説明を森川教育次長兼教育総務課長お願いいたします。

○教育次長兼教育総務課長（森川和典）

よろしくお願いいたします。それでは議案第 43 号、取手市教育委員会事務点検評

価委員の委嘱について、御説明をいたします。

こちらは、提案理由にも記載のとおり、教育委員会では、地方教育行政の組織及

び運営に関する法律第 26 条の規定によりまして、教育委員会の権限に属する事務の

管理及び執行の状況について点検及び評価を毎年度実施しております。これは、教

育委員会が決定をした基本方針に沿った事務を適切に執行しているかどうかについ

て、いわゆる PDCA サイクルの１つとして、事後にチェックを実施いたしまして、そ

の結果を公表することにより、市民に対し説明責任を果たすものです。

なお、点検評価の実施に当たりましては、教育に関し学識経験を有する者の知見

の活用を図ることとされています。その役割を担うのが、今回、委嘱を御提案する

事務点検評価委員となります。教育委員会では、事務点検評価委員からの御意見を

いただいて、事務点検評価報告書を作成し、市議会に提出するとともに、市ホーム

ページを通じて市民に公表しています。

資料の１ページをお願いいたします。今回、事務点検評価委員の委嘱を御提案す
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る方の一覧表です。１番目の中嶋保男委員、２番目の田宮一典委員、３番目の間宮

真知子委員、こちらの委員につきましては引き続き再任の御提案となりますので、

説明は省かせていただきます。

４番目の羽原康恵さん、こちらが新任の御提案になります。羽原氏ですが、御職

業は、特定非営利活動法人取手アートプロジェクトオフィスの理事で、東京藝術大

学社会連携センターの特任助教。また、茨城県の文化審議会委員なども務めていら

っしゃいまして、文化芸術によるコミュニティーの構築などに幅広い知識と実践的

な経験を有する方です。これまでの御経験を生かして、社会教育分野に関して貴重

な御意見をいただけるものと考えております。資料としまして、氏を紹介します総

務省の地域人材ネットのホームページ資料を４ページ以降につけておりますので、

後ほど御覧いただければと存じます。

４名のうち、１番と２番の方につきましては学校教育分野を、３番と４番の委員

さんについては社会教育分野についての御意見をいただく予定です。なお、委員の

委嘱期間は、令和４年８月１日から令和６年７月 31 日までの２年間です。

説明は以上です。

○教育長（伊藤 哲）

本件についての説明は以上となります。

質疑、御意見ございましたらお願いいたします。

猪瀬委員。

○教育委員（猪瀬哲哉）

御説明ありがとうございます。この４番目の羽原さんなんですけど、私もお会い

したときがありまして、TAP なり藝大食堂等でお会いしたときもありまして、取手市

にずっと来てくれて、かなり活躍されていることで、すばらしい人材だなと思って

おります。御活躍を期待したいと思います。

○教育長（伊藤 哲）

そのほかございますか。よろしいですか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○教育長（伊藤 哲）

それでは質疑、御意見なしと認めます。これにて質疑、御意見を終結いたしま

す。

これより議案第 43 号を採決いたします。

お諮りいたします。議案第 43 号は、原案のとおり決することに御異議ございませ

んか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○教育長（伊藤 哲）

御異議なしと認めます。よって、議案第 43 号は原案のとおり決定いたしました。

続いて議案第 44 号、取手市教育支援委員会委員の委嘱についてを議題といたしま

す。

本件についての説明を大越指導課長お願いいたします。

○指導課長（大越 茂）

よろしくお願いいたします。議案第 44 号、取手市教育支援委員会委員の委嘱につ

いて御説明をさせていただきます。

提案理由を御覧ください。令和３年度、令和４年度の２年間委嘱をしておりまし
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た委員の退職、定期異動に伴い、新たに４名の委員を委嘱するものでございます。

次ページを御覧ください。今回、新たに委員を委嘱する４名の方、お一人が冬木

芳明様、伊奈特別支援学校の教頭先生を務められております。お二人目が、吉本

茜さん、子育て支援課の職員でございます。３人目が川村重雄さん、取手市校長会

会長、藤代小学校の校長先生でございます。４人目が宮﨑江美子さん、取手市立子

ども発達センター長をお務めになっております。この方を加えまして、令和５年３

月 31 日まで教育支援委員会の委員として進めてまいりたいと思います。

御審議のほど、どうぞよろしくお願い申し上げます。

○教育長（伊藤 哲）

説明は以上となります。

本件につきまして質疑、御意見ございましたらお願いいたします。

櫻井委員。

○教育委員（櫻井由子）

御説明ありがとうございました。こちらの４名が教育支援委員会委員の全員でよ

ろしいでしょうか。

○教育長（伊藤 哲）

大越課長。

○指導課長（大越 茂）

お答え申し上げます。教育支援委員のほうは 16 名で構成をしておりますが、令和

３年度末の退職、異動等により４名の方が入れ替わるということでございます。

○教育委員（櫻井由子）

ありがとうございました。分かりました。

○教育長（伊藤 哲）

そのほかございますか。よろしいですか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○教育長（伊藤 哲）

それでは質疑、御意見なしと認めます。これにて質疑、御意見を終結いたしま

す。

これより議案第 44 号を採決いたします。

お諮りいたします。議案第 44 号は、原案のとおり決することに御異議ございませ

んか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○教育長（伊藤 哲）

御異議なしと認めます。よって、議案第 44 号は原案のとおり決定いたしました。

続いて報告 14、令和４年度取手市奨学生の決定についてを議題といたします。

本件についての報告を森川教育次長兼教育総務課長お願いいたします。

○教育次長兼教育総務課長（森川和典）

お願いいたします。それでは、報告 14 について御説明をいたします。

令和４年度取手市奨学生を別紙のとおり決定いたしましたので、御報告をいたし

ます。こちらは、前回、６月 29 日の定例会におきまして、取手市奨学生審査委員の

委嘱及び任命について御報告をさせていただいたところです。本件につきまして

は、取手奨学生審査会において決定をいたしました取手市奨学生について、改めて

御報告を申し上げるものです。
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１ページの別紙をお願いいたします。申請者は、現時点で私立大学に通う学生の

方１名から申請がございました。審査の結果、当該学生を採択しましたことを御報

告いたします。次ページの参考資料をお願いいたします。近年の申請・採択状況、

貸付状況の推移をお示ししたものです。御覧のとおり、ここ数年は、申請・採択状

況とも１名から３名の間で推移しておりまして、貸付状況は、今年度５名と、若干

減少の傾向にございます。簡単ですが、説明は以上となります。

○教育長（伊藤 哲）

説明は以上となります。

質疑、御意見ございましたらお願いいたします。

よろしいですか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○教育長（伊藤 哲）

それでは質疑、御意見なしと認めます。これにて報告 14 の質疑、御意見を終結と

しまして、以上で報告 14 の議事を終わります。

続いて報告 15、いじめ防止策の取組状況に関する報告についてを議題といたしま

す。

本件についての報告を松戸教育総合支援センター長お願いいたします。

○教育総合支援センター担当課長（松戸孝泰）

松戸です。よろしくお願いいたします。報告 15、いじめ防止策の取組状況に関す

る報告についてです。

御手元の資料１ページを御覧ください。まず１、「法律に基づいたいじめ対応」に

関する研修会を実施いたしました。研修会の開催日、対象は、①番に書かれている

学校等の施設になります。戸頭中学校教職員、白山小学校教職員、放課後子どもク

ラブの支援員を対象に実施いたしました。研修内容ですが、実は令和４年４月 22

日、県の生徒指導主事連絡協議会の中で、茨城県スクールロイヤーによる講演会が

ございました。その資料をもとに、今回、この研修を企画いたしました。

研修の内容ですが、日頃抱えているこういうものは、いじめに当たるのかな、当

たらないのかなといったものを、まずグループディスカッションで考えていただく

と。そのうちに、先ほどロイヤーから御提案がありました、法律に基づいたいじめ

といったものについて、皆さんが考えたいじめの事例が果たして法に基づくいじめ

に認知されるのかどうか。そういったところの研修を行いました。具体的には、御

手元の資料にございます、４ページから資料があるんですが、特に６ページのとこ

ろをお開きください。いじめの認定の３要件ということで、法律的には、人的関

係、影響を与える行為、苦痛を感じているかといった、この３つの要件に当てはま

るかどうかといったところが、いじめの認知に非常に大きいといったところで御指

導いただいた中で研修を行いました。

１ページお戻りください。実際に参加者からは、学校の教職員が同じものさしで

いじめ認知について考えるきっかけになったといったところ、また、いじめとけん

か、ふざけ合いの解釈について、ふざけ合いだからいいということではなく、しっ

かりと見えない背景をとらえていくといったところが大切であるといったところで

御意見をいただきました。なお、今後の予定④のところになりますが、８月４日に

は市立小中学校の教頭先生を対象に、法律に基づいたいじめの認知と組織的な対応

について、茨城県のスクールロイヤーをお招きして研修を行います。
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続いて、２ページ目になります。取手市教職員一斉研修の内容変更についてでご

ざいます。①、日時が変更になりました。まず、８月 10 日から８月 19 日（金曜

日）午後１時 45 分からの開催になりました。また、講師が昨年度オンラインで講演

をいただきました木村泰子先生、大阪から今年度お越しいただく予定になりまし

た。テーマ、また会場、参加予定者は、御手元の資料に記載したとおりとなってお

ります。

続いて３、シンポジウム「いじめ、自殺、不登校等の予防的取り組みにおける取

手市の新しい学校教育の実践発表について」御報告申し上げます。令和４年６月 22

日に、一般社団法人 日本スクールカウンセリング推進協議会、公開シンポジウム

が東京のお茶の水で開催されました。本市のスクールカウンセラー・スーパーバイ

ザーの藤原一夫先生がシンポジストとして、このシンポジウムに招かれました。こ

のシンポジウムでは、話題提供として「組織を生かした二度と不幸なことを起こさ

ない、スクールカウンセラー・スーパーバイザーのミッション」と題して、令和２

年度から導入している新しい学校教育の取組についての実践発表をしていただきま

した。中でも、藤原先生からは、この導入当初の御苦労や取手市の特色でもある学

校連携支援員の配置とその役割について、こういったものを全国の方々に発表を広

めていただく貴重な機会をいただきました。また、藤原先生のほかに、表の下にご

ざいます、ほかのシンポジストの方々も御紹介をさせていただきます。藤田先生や

新井先生、藤川先生ということで、当日は教育長、部長、私と会場でこの講演会に

参加させていただきましたが、非常に勉強になる機会をいただきました。

また、３ページには先ほどのシンポジストのほかに、元文部科学大臣、また現文

部科学省 初等中等教育局 児童生徒課 生徒指導室長も出席されまして、このよ

うな議題の中で、今起きている現状について御説明等いただきました。

以上で報告を終わります。

○教育長（伊藤 哲）

報告は以上となります。

質疑、御意見ございましたらお願いをいたします。

石隈委員。

○教育委員（石隈利紀）

御報告ありがとうございました。いじめについて、いじめ防止対策法を使いなが

ら、スクールロイヤーによる講演会に基づく研修会をされているということで、と

ても大事なことだと思います。いじめは特にそうなんですけど、法律はとても大事

で、私たちが子どもと接するときには、いつも法律を意識しているわけではないの

で、時々確認をするということも大事で、特にこのいじめの定義は、いわゆる心理

学に基づく定義というよりも、いじめの被害者を救済するというのを明確に打ち出

して、早めに、早期にいじめを認知しようということなので、定義を改めて勉強さ

れたということでいいことだと思います。人的関係という、我々がつくる人間関係

じゃない言葉も出てきたりして、その辺の整理も子どもたちが一緒に過ごしている

同じ学校とか、塾で一定の関係がある人というのは、何か人間関係というといい関

係のように思ってしまうんですけど、いいか悪いかはこれは問わなくて、何らかの

関係があるということでよろしいでしょうか。そういうことも含めて、勉強された

ということでよかったと思います。

それから、スクールカウンセリング推進協議会のシンポジウムの御報告もありが
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とうございました。私も法人の理事長をしておりまして、伊藤教育長、田中部長、

松戸先生に来ていただいて、ありがとうございました。藤原先生の発表、とても分

かりやすく、二度と今回のような子どもの悲しい事案を起こさないということで、

取手市は教育改革に取り組んでいるということを分かりやすく全国に発信していた

だいたのは、とてもインパクトがありますし、また継続的にこういう場で発表され

るといいなと思います。先ほどお話ししたように、生徒指導室長の小林室長も残ら

れていて、しっかりうなずきながら聞いていただいているので、またよかったと思

います。取手市はこれからモデル地区になるんじゃないかと期待しております。

○教育長（伊藤 哲）

ありがとうございました。

そのほかございますか。櫻井委員。

○教育委員（櫻井由子）

御説明ありがとうございました。２点あります。まずは、最初に御報告いただい

た、法律に基づいたいじめ対応に対する関する研修会の開催ということで、今回、

先生方だけではなくて放課後子どもクラブ支援員の方々も研修を受けたということ

で、すごくいいことだと思いますが、資料の中に、法律に基づいたいじめの対応と

いうことで、当日御説明に使われた資料の中の資料７、７ページ目に、いじめ認知

のプロセスで、先ほど石隈委員もおっしゃった、いじめの認定は３要件で判断し

て、この３要件の当てはめは最終的に管理職でというような資料がございます。そ

れでいいますと、放課後子どもクラブ支援員については、以前からこの場でも申し

上げておりますが、管理職というものが存在しない状態です。学校でしたら管理職

として校長先生、教頭先生いらっしゃいますが、放課後子どもクラブ支援員に関し

ては、子ども青少年課のほうで採用事務とか、あるいは細々した事務手続はやって

おりますが、そこを管理する機構というのがない状態で、実際に放課後子どもクラ

ブ支援員に当たっている方のほうからも、どこに自分たちが日々の活動というか、

放課後子どもクラブで起きた様々なことの、こういう問題点が起きているよという

のをどこに持っていったらいいか分からないというような話、声も耳に入っており

ます。もし放課後子どもクラブで何かあって、この研修を受けた放課後子どもクラ

ブ支援員の方が、３要件当てはまるな、これは自分はいじめだと思うけれど、で

は、これをどこに持っていって、それはいじめであると最終的に管理職が判断する

としたら、誰が判断するのか。そういうことが、放課後子どもクラブのシステム、

組織のシステムとしてできていない状態ですので、今後、課題として放課後子ども

クラブのほうの管理、また、どこが放課後子どもクラブにおける意思決定者となる

かというのもお考えいただきたいと思います。

あと、もう１点が、シンポジウムのほうの御報告「いじめ、自殺、不登校の予防

的取組における取手市の新しい学校教育の実践発表について」ということで、取手

市の実践がシンポジウムの場で発表されて、全国の方々に報告することができたと

いうようなお話だったんですけれど、全国の方々に報告されるのはすごく意義のあ

ることだと思うんですけれど、では市内の方々はどうかというと、なかなか取手市

の学校の取組というのは、私も青少年相談員の会合の場において、松戸先生におい

でいただいて御説明いただいたりしたこともありましたが、なかなかそういう場で

お話を聞いた人以外の、つまり一般の普通の市民の方々が分かっているかという

と、分かっていない。まだまだ全国津々浦々の方々よりも、ひょっとしたら市民の
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ほうが分かっていないのではないかと思います。つい最近も「山王小学校が小規模

特認って何」みたいなことを聞かれて、分かる範囲で御説明したりしたこともあり

ました。ですので、この取手の取組について市民の皆さんに、取手の教育は今こん

なふうになっていますよというのを、もう少しアピールするのも必要かなと思いま

す。よろしくお願いします。

○教育長（伊藤 哲）

松戸センター長。

○教育総合支援センター担当課長（松戸孝泰）

貴重な御意見ありがとうございます。１点目の、放課後子どもクラブの体制につ

いてなんですが、実はこの研修を行う前に、担当課長である香取課長とも、学校で

の体制ということを説明させていただきました。やはり、学校ではこのような体制

をとっているので、放課後子どもクラブにおいても、こういうような事案が発生し

た場合には、組織として対応しなくてはならないのではないかといったところも確

認をさせていただきました。今、御指摘があったように、その体制づくりが非常に

大切になってくるといったところからも、担当課長のほうからも、現場からそうい

った意見が吸い上がってくるような体制づくりについては、今、整備を整えていた

だいているところかなというふうに認識はしております。

２つ目の、いわゆる学校教育の新しい取組について、これまでの２年間、様々な

機会で御提案、報告する機会をいただきました。昨年度は、特に教育相談の取組状

況、４つのポイントにまとめて、保護者の方々やホームページに掲載するといった

ところで周知はしているところですが、このことについては引き続き粘り強く取り

組んでいきたいというふうに考えております。以上です。

○教育委員（櫻井由子）

ありがとうございました。今、最初に御回答いただきました、それぞれの放課後

子どもクラブ支援員の方々の声を上に吸い上げるという体制、こちらのほうは取り

組んでいただいているということですが、それを誰がまとめるか、どうまとめる

か。つまり、管理する側が今いない状況だと思われます。学校の校長先生でもな

し、担当課の担当職員でもなしというような状態だと思いますので、そういった下

からのも必要ですけれど、上からどういうふうに伝えるか、御提示いただいた資料

の中のいじめの３要件が当てはまったときに、最終的にそれはいじめですというよ

うなことで、誰が判断して、どういうふうに対応していくか、そこのかじ取りがで

きるポジションをあわせて御検討いただければと思います。

○教育長（伊藤 哲）

香取課長。

○子ども青少年課長（香取美弥）

子ども青少年課、香取です。それにつきましては、所管課である子ども青少年課

のほうで、体制の整備は進めていきたいと思っております。

○教育長（伊藤 哲）

今までの事例でも、あったことに対して子ども青少年課のほうに報告していただ

いて、センターのほうと連携とっていて、事象の把握と、いじめの実態について把

握した上でやっていますので、要するに誰が判断するか明確になっていないわけで

はないんです。そこだけちょっと誤解のないようお願いしたいと思います。

あともう１つ、PR の件があるんですけれども、こういった行政情報というのはな
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かなか市民に行き渡らないという話はよくあるんですよね。確かに、世の中のいろ

いろな事象自体全てに関心あるわけではないので、やはり個人がそうやってセレク

トしながら情報の整理をされていると思うので、私としては当然、今までの努力を

続けるということと、やはり身近な問題として、私たちの取り組んでいるものに対

して関心を持っていただく、できれば一緒に何か活動していただくということが必

要なので、シンポジウムに出てこられたシンポジストの方もおっしゃったんですけ

ど、コミュニティースクールみたいな一緒になって活動するということも模索する

というのも１つ大事な点なのかなと思いまして、その点についてもアイデアという

ものがほかにもございますので、特に学校外の協力を得るというか、理解を求めて

活動につなげるということは、私たちの課題だと思っていますので、協議会という

組織もありますから、そこを通じて改めてそういった問題については考えていきた

いというふうに私は考えております。

そのほかございますか。石隈委員。

○教育委員（石隈利紀）

櫻井委員のお話の続きですけど、多分、いじめ認知、法律について、いろいろな

場所で働く人の研修会、放課後のことも含めてとても大事だと思うんですが、確認

したいのは、先ほど出たように、その方の裁量権で判断するわけではなくて、いじ

めかなというヒントを得るための枠組みなんですね。だから、判断は最後なので、

では判断するまで放っておいていいかではなくて、何か子どもが気になることがあ

ったら、もうそこで子どもと関わったり、話を聞いたりという、これまでどおりの

基本が大事で、初動と言われましたけど初動は調査だけではなくて、子どもにその

場で関わるということが大事なので、こういう勉強会のときに判断するのは最終的

に管理職とか組織でありますけど、いじめかなというのがあったら声をかけて一緒

に考えていきたいというのを強調できるといいなと思いました。子どもってなかな

か言ってくれないので、いやこれけんか、大丈夫、大丈夫って大人もだまされてし

まうことがありますので、もう、いじめかなで関わっていくといいと思いますの

で、つけ加えたいと思います。

○教育長（伊藤 哲）

そのほかございますか。小谷野委員。

○教育委員（小谷野守男）

御説明ありがとうございました。１ページの最初に御報告いただいた、戸頭中学

校や、子どもクラブ支援員さんや、白山小学校の教職員関係、こういった形でそこ

の職場関係の方々に直接やっていただく研修会って、すごく有効だと思うんですよ

ね。これ１学期というか、夏休み前に終わったわけですが、今後こういった方向性

というのは考えていらっしゃるのかどうか、ちょっとお伺いできればと思います。

○教育長（伊藤 哲）

松戸センター長。

○教育総合支援センター担当課長（松戸孝泰）

説明不足で申し訳ございません。まず、今日、御報告した研修につきましては、

センターのほうから私と岩﨑指導主事が出向いていって、この研修を開催させてい

ただきました。実は、全ての学校に今日御提示した資料のほうを配付してございま

す。まずは職員研修の中で取り上げていただきながら、希望に応じてというか必要

に応じて私どものほうで日程調整して、学校に行く準備は整えておりますので、今
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後また増えるのかなというふうに思っております。以上です。

○教育委員（小谷野守男）

ありがとうございます。研修をしたこういう内容について配りました。はい、分

かったよというよりは、やはり話してくれる人によって捉え方って全然変わってく

るんですよ、人間ってね。これは不思議だなと思うんですけど。だから、通常的に

関わり合いの多い方がそのことについてお話をしてくれることで、より一層、教職

員のほうで認知されるような状況に聞いてくれると、そういったことがすごく大事

だと思うので、大変忙しいことだとは思うんですけど、調整関係ができればよろし

くお願いしたいなというふうに思います。意見です。よろしくお願いします。

○教育長（伊藤 哲）

ありがとうございます。

そのほかございますか。よろしいですか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○教育長（伊藤 哲）

それでは質疑、御意見なしと認めます。これにて報告 15 の質疑、御意見を終結い

たします。

以上で報告 15 の議事を終わります。

次に、その他に入ります。事務局から報告等をお願いいたします。

○教育総務課課長補佐（蛯原康友）

事務局から２点、御報告をいたします。まず１点目、令和４年第２回取手市議会

定例会の一般質問についてです。６月に行われました取手市議会定例会で、教育委

員会に対してなされました一般質問について、その議事録速報版の抜粋を PDF ファ

イルで教育委員の皆様にお送りしておりますので、御確認いただければと思いま

す。

２点目、８月の行事予定及び教育委員会定例会の日程についてになります。委員

さんの御手元のほうに、令和４年８月予定行事報告表ということで、教育委員会、

文化芸術課の行事報告表があるかと思います。教育委員会定例会、８月 22 日（月曜

日）午前中を予定させていただいております。また文書で御通知を差し上げますの

で、御確認をよろしくお願いいたします。事務局からの報告は以上になります。

○教育長（伊藤 哲）

それでは、教育委員のほうから何かございますか。

７月 11 日から３日間、学校訪問していただいたので、そのときの御感想なり御意

見なり、もしあったら話していただけるとありがたいかなと思います。

小谷野委員。

○教育委員（小谷野守男）

学校訪問をさせていただきまして、全体に感じたことは、教職員、校長を始めと

しまして本当に一丸となって課題に対して取り組んでいるという姿がすごく見られ

ました。それは、これまで以上の状況じゃないかなと思わせるような、そんな思い

で見てまいりました。それから、小中学校どの子たちも非常に落ちついていたとい

うのが、とても授業の中で感じたことです。また、低学年の先生は、低学年の子な

りの指導をしていて、子どもたちが本当に先生を慕っている。あの姿がやはり学校

教育の中では大事なんだなというのを強く感じてまいりました。こういった暑くな

って、またコロナの感染関係が拡大されて、そういった中での学校生活ということ



- 16 -

になると、心配することばかりが多くなってくるんですよね。そういった点で、学

校の先生方の役割が、また仕事の内容が増えてくるなということに対する心配事が

ちょっとありますけれども、今後もやっぱり継続した指導をしていただきたいなと

いう思いでいっぱいです。ありがとうございました。

○教育長（伊藤 哲）

ありがとうございました。櫻井委員。

○教育委員（櫻井由子）

学校訪問させていただいて、先ほども松戸課長のほうから話がありました取手市

の３つの取組について、各学校、どのように取り組んでくださっているかなという

ことを気にして訪問させていただいたんですけれど、まず中学校の全員担任制は、

今回訪問させていただいた３つの中学校、どこも全員担任制にしっかり取り組んで

くださって、またこの全員担任制を導入するときにこういったデメリットもあるん

じゃないかと、この教育委員会の場でも審議させていただいたんですけれど、そう

いったデメリットについてもカバーできるように先生方がすごく頑張ってくれてる

ということがよく分かりました。

あと、教育相談部会については、小学校、中学校とも、こちらも真剣に取り組ん

でくださっているなというのが分かりました。というのは、小学校でも中学校で

も、管理職の先生方、校長先生、教頭先生が、その教育相談部会に上がってくるで

あろう子どもたちのことをよく分かっていらしたということで、教育相談部会が担

任の先生方から管理職の先生まで、きちんと縦軸がとった部会になっていて、それ

ぞれ取り組んでくださっているんだなということがよく分かりました。今回訪問さ

せていただいた学校ですけれど、取手市はすごく小さい市で、学校数も小学校、中

学校数も少ない。一見すると、どこへ行っても同じかなと思うんですけれど、実に

こう、全部の学校がそれぞれ違うカラーを持っていて、もちろん共通の悩みも、取

手市全体の教育の共通の悩みもあるんだけれど、それぞれの学校でそれぞれの問題

を抱え、その問題について先生方が真摯に対応してくださっているというのがよく

分かりました。

今回は３日間ということで、一部の学校しか行けなかったんですけれども、ぜひ

機会があれば、そのほかの学校も訪問したいなと思いました。ありがとうございま

した。

○教育長（伊藤 哲）

ありがとうございます。猪瀬委員。

○教育委員（猪瀬哲哉）

３日間参加させていただきまして、小中学校ともに先生方が板書であったり、昔

ながらのやり方だったり、タブレットを使った工夫を凝らした授業というのが結構

見られたので、そういうのが非常に印象的でした。また、あとは小学校なんですけ

ども、リュックでの登校であったり、日傘を使って登校してもいいんだよとか、本

当に熱中症対策というのがとられているというのも間近に見られて、すごくよかっ

たと思います。あとは、どの中学校とかというより、ちょっと気になる点が、市内

の学校の中で要保護者の家庭が結構多いんだなというのと、あと、中学校ですか

ね、不登校の生徒の多さというのは非常に気になって、一保護者としても結構見て

いてもクラスの中で７、８人席が空いていたりとか、資料を見ると結構な人数の不

登校の方が、まだ来られていないとか、ほかのクラスで受けているというのを学校
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から説明を受けて、そういう現実の問題というのが取手市でもあるんだなというの

が非常に気になりました。

そんな中でも、ちょっと例として出すとあれですけど、永山中学校さんですと、

そういう不登校とか抱えている中でも、子どもたちだけじゃなく保護者へのサポー

トをしてくれているという、そういうのもケアしてくれているという例があったの

で、そういうのを改めて見て、保護者としてもそういうのがあれば少し安心もでき

たり、相談できるということが非常にいいのかなと思って、そういう話を学校側か

ら聞けたというのが非常にいい経験となりました。３日間ありがとうございまし

た。

○教育長（伊藤 哲）

ありがとうございました。それぞれ学校にとって全体的な課題ということと、

個々の学校の課題とあったので、それに対しては訪問の時間の制約ありますけれど

も、取組をきちんと説明しているとか、子どもの状況を改めて確認することのよさ

といいますか、意義というのを私自身も感じました。特に、その中で不登校の問題

というのは、私たちも考えていかなくてはいけない問題として改めてとらえ直して

いきたいと思います。また機会があれば、こういった機会を設けますので、教育委

員のほうにもぜひ参加していただいて、また御意見をちょうだいできればありがた

いと思います。

そのほかございますか。よろしいですか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○教育長（伊藤 哲）

それでは、以上で今定例会に付議されました案件の審議は全て終了しました。

令和４年第７回教育委員会定例会を閉会といたします。

午前 10 時 43 分閉会


